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日
本
で
は
認

知
症
、
軽
度
認

知
障
害（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）
の
人
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、

65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
４
人
に

１
人
が
認
知
症
、

又
は
そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
に
は
認
知
症
の

人
が
５
０
０
万
人
を
超
え
、
65
歳

以
上
の
約
７
人
に
１
人
が
認
知
症

と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
山
形

県
に
お
い
て
も
そ
の
割
合
は
例
外

で
は
な
く
、
よ
り
高
い
割
合
が
推

測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
や
県
の

認
知
症
施
策
の
基
本
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
公
徳
会
に

お
い
て
も
、
そ
の
基
本
施
策
に

沿
っ
て
、
米
沢
地
区
に
お
け
る
認

知
症
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
は
、
平
成

29
年
６
月
の
開
設
以
降
、
平
成
30

年
１
月
に
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
（
定

員
50
名
）
を
開
設
、
法
人
内
病
床

再
編
計
画
を
経
て
現
在
１
２
０
床

の
病
床
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

外
来
・
入
院
と
も
に
年
々
、
患
者

さ
ま
の
高
齢
割
合
が
増
え
て
お
り
、

そ
れ
に
比
例
し
て
認
知
症
の
患
者

さ
ま
の
割
合
も
増
え
て
い
る
現
状

で
す
。
こ
の
度
、
認
知
症
デ
イ
ケ

ア
を
開
設
す
る
こ
と
で
、
入
院
治

療
か
ら
自
宅
へ
退
院
さ
れ
る
際
の

退
院
支
援
、
地
域
生
活
を
継
続
す

る
た
め
の
認
知
症
医
療
・
ケ
ア
の

提
供
体
制
強
化
が
図
ら
れ
、
治
療

か
ら
地
域
生
活
支
援
ま
で
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

認
知
症
デ
イ
ケ
ア
は
、
精
神
科

を
標
榜
す
る
病
院
・
診
療
所
が
設

置
で
き
る
認
知
症
患
者
専
門
の
通

所
医
療
施
設
で
す
。
主
と
し
て
行

動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の

著
し
い
認
知
症
患
者
を
対
象
と
し

て
お
り
、
精
神
科
専
門
療
法
に
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
介
護

事
業
所
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て

は
、
精
神
科
医
師
を
は
じ
め
と
し
、

看
護
師
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
多
職
種
の
専
門
職

が
配
置
さ
れ
る
た
め
、
様
々
な
専

門
的
な
視
点
か
ら
認
知
症
医
療
・

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

公
徳
会
米
沢
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
は
平
成
28
年
11
月
に
開
設
し
、

今
年
の
11
月
で
６
年
が
経
過
し
ま

す
。
当
法
人
が
近
隣
で
運
営
す
る

米
沢
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
精
神

科
）
と
綿
密
な
連
携
が
と
れ
る
就

労
支
援
事
業
所
と
し
て
精
神
障
害

を
お
持
ち
の
方
々
の
地
域
生
活
の

継
続
、
社
会
復
帰
へ
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
参
り
ま
し
た
。

地
域
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、

こ
の
度
、
増
設
・
増
員
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
増
設
・
増
員
に
際

し
、
今
ま
で
は
内
職
を
中
心
と
し

た
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
パ
ン
作
業
所
を
増
設
し
、
手

作
り
パ
ン
の
製
造
・
販
売
作
業
の

追
加
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
パ

ン
の
製
造
・
販
売
作
業
に
つ
い
て

は
、
当
法
人
で
は
現
在
、
南
陽
市
、

山
形
市
で
同
じ
よ
う
に
就
労
継
続

支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
製

造
作
業
、
販
売
さ
れ
て
い
る
パ
ン

も
大
変
好
評
を
頂
い
て
お
り
、
充

実
し
た
就
労
支
援
作
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
米
沢
地
区
に
お
い
て
も

地
域
生
活
を
継
続
さ
れ
、
社
会
復

帰
を
目
指
し
て
い
る
精
神
障
害
を

お
持
ち
の
方
々
の
お
力
に
な
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

働
く
場
の
提
供
と
知
識
及
び
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な

訓
練
（
作
業
）
を
行
う
事
業
所
で
す
。
短
時
間
で
の
利
用
も

可
能
で
、
各
個
人
毎
の
個
別
支
援
計
画
書
に
基
づ
い
て
、
働

く
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
場
を
提

供
・
支
援
し
ま
す
。

（※
非
雇
用
型
の
事
業
所
に
な
り
ま
す
。）
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米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　

認
知
症
デ
イ
ケ
ア
新
設
工
事
計
画
に
つ
い
て

今
年
度
新
事
業
に
つ
い
て

公
徳
会
米
沢
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
計
画
に
つ
い
て

就
労
継
続
支
援
事
業
所
と
は…

〈〈〈
公徳会のその他の認知症デイケア施設

米沢駅前
クリニック
定員125名

米沢地区
トータルヘルス
クリニック
定員123名

南陽地区
若宮病院

定員50名

山形地区



　

こ
れ
ま
で
佐
藤
病
院
第
２
病
棟

と
し
て
使
用
し
て
い
た
佐
藤
病
院

外
来
棟
の
入
院
建
物
部
分
を
ド

ミ
ー
ル
南
陽
の
入
所
棟
と
し
、
ド

ミ
ー
ル
南
陽
の
入
所
施
設
の
一
部

移
転
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
12

月
よ
り
デ
イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
（
生
活
シ
ョ
ー
ト
）
の
定
数

を
見
直
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に

つ
い
て
も
移
転
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
拡
大
し
、
職
員
の
配
置

も
見
直
し
ド
ミ
ー
ル
南
陽
の
入
所

者
さ
ま
、
利
用
者
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
強
化
と
、
法
人
の
他

の
施
設
と
の
連
携
強
化
を
更
に
図

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

1 
10
月
よ
り
現
在
の
ド
ミ
ー
ル

南
陽
施
設
建
物
内
の
入
所
（
定
員

１
４
０
名
）の
う
ち
40
名
分
を
こ

れ
ま
で
佐
藤
病
院
第
２
病
棟
と
し

て
利
用
し
て
い
た
建
物
部
分
へ
移

転
し
ま
し
た
。

2 

12
月
よ
り
ド
ミ
ー
ル
南
陽
の

デ
イ
ケ
ア（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）の
定
員
を
現
在
の
30
名

か
ら
40
名
に
増
員
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

3 

12
月
よ
り
ド
ミ
ー
ル
南
陽
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
生
活
シ
ョ
ー

ト
）
を
こ
れ
ま
で
の
施
設
か
ら
ド

ミ
ー
ル
南
陽
本
体
１
階
へ
移
設
し
、

定
員
を
32
名
か
ら
19
名
に
変
更
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ミ
ー
ル
南
陽
は
平
成
８
年
４

月
に
現
在
の
施
設
で
開
設
し
て
か

ら
、
利
用
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
増
設
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
回
入
所
部
分
の
移
転
に
よ

り
使
用
可
能
な
面
積
と
施
設
ス

ペ
ー
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
今
後

更
に
利
用
者
さ
ま
に
と
っ
て
居
心

地
の
良
い
場
所
と
な
る
よ
う
工
夫

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
出
る
た
め
、
施

設
内
で
開
催
す
る
行
事
な
ど
に
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
い
も
の
に

出
来
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

ド
ミ
ー
ル
南
陽
で
は
入
所
施
設

の
ほ
か
に
、
通
う
こ
と
で
、
家
の

中
で
の
生
活
が『
快
適
に
な
る
』

『
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
』
こ
と

を
目
指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
施
設
や
、
冠
婚
葬
祭
・
家
族
の

病
気
・
農
繁
期
な
ど
で
一
時
的
に

介
護
が
で
き
な
い
場
合
や
、
介
護

疲
れ
に
よ
る
精
神
的
・
肉
体
的
負

担
を
軽
減
さ
せ
た
い
場
合
な
ど
に

短
期
間
施
設
に
入
所
し
て
い
た
だ

き
、
食
事
・
入
浴
・
排
泄
等
、
日

常
生
活
全
般
の
介
護
や
機
能
訓
練

な
ど
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
再
編
で
利
用
者
さ
ま
、
ご

家
族
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
デ
イ
ケ
ア

（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）の

定
員
を
10
名
拡
大
し
40
名
と
し
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
生
活
シ
ョ
ー

ト
）
の
定
員
を
32
名
か
ら
19
名
に

変
更
す
る
予
定
で
す
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
は
ド
ミ
ー
ル
南
陽
本
体
施

設
に
移
設
す
る
こ
と
で
施
設
内
で

の
連
携
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
今

回
の
再
編
に
よ
り
施
設
内
で
も
職

員
の
配
置
を
見
直
し
て
お
り
、
よ

り
皆
さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
指
向
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
も
ご
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
設

運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

03ーkoutoku

特集

・
事
業
名　
　

米
沢
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事
事
業

・
整
備
期
間 

令
和
４
年
６
月
〜
10
月

・
開
設
時
期 

令
和
４
年
11
月
１
日

・
所
在
地　
　

山
形
県
米
沢
市
下
花
沢
二
丁
目
１
３
４
番
７
他

・
土
地
状
況　
　

敷
地
面
積
（
約
２
８
４
・
69
㎡　

約
86
・
26
坪
）

・
増
築
部
分　
　

延
床
面
積
（
約
１
８
５
・
96
㎡　

約
56
・
35
坪
）

・
構　
　

造　
　

木
造
２
階
建
て

ド
ミ
ー
ル
南
陽　

事
業
再
編
に
つ
い
て

今
回
の
事
業
再
編
の
目
的

具
体
的
な
変
更
点



koutokuー04

シリーズ 健 康

横にパーその場グー（★）

左右の手を同時に動かすことを
意識しながら、ゆっくりと行いましょう。

両手を胸の前でグーにします。左手はそのままで右手を
パーにしながら横に伸ばします。
次に左手を横に伸ばしながらパーに、右手を胸前に戻し
ながらグーにします。
このように横に伸ばした手はパーに、胸前の手はグーに
入れ替えます。

横にグーその場パー（★★）

入れ替えた手を確認しながら、ゆっくり行いましょう。

両手を胸の前でパーにします。左手はそのままで、右手を
グーにしながら横に伸ばします。
次に左手を横に伸ばしながらグーに、右手を胸前に戻しなが
らパーにします。
左右の手を同時に動かしながら、横に伸ばした手はグーに、
胸前の手はパーに入れ替えます。
　　　　慣れてきたら伸ばす手を前方にしてみましょう。

❹

❻

親指小指（★★★）

親指小指が同時に伸びないよう、
他の指が伸びないように注意しましょう。

基本姿勢のまま、楽な姿勢で行いましょう。
両手を胸前にして、右手は親指だけ、左手は小指だけを同時に伸ばします。
次に右手は小指だけ、左手は親指だけを同時に伸ばすように入れ替えます。

❼

横にパー

左右の手の手右の手左右左右の左
意識しし識し意意意識意意意

横にパーその場グー（足踏み）（★）

④の動作に足踏みを加えてみましょう。

リズムがバラバラにならないように、
足踏みのタイミングに合わせて手の動作を行いましょう。

❺
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健康運動士による認知症予防運動

リズムがバラバラにならないように、
足踏みのタイミングに合わせて左右の
手のグーパーを入れ替えましょう。

②の動作に足踏みを加えてみましょう。

その場グーパー（足踏み）（★）❸

慣れてきたら、チョキとパーや、グーとチョキなどの
パターンも行ってみましょう。

その場グーパー（★）

両手を胸の前にして、右手をパーに左手をグーにします。
次に左手をパー、右手をグーに同時に入れ替えます。

❷

椅子に浅く腰掛け、
楽な姿勢で行いましょう。

基本姿勢❶

　公徳会では南陽市、高畠町の一般介護予防事業として「認知症予防教室」事業を「コグニサイズ」で受
託しております。
　コグニサイズは国立長寿医療研究センターがつくりだした造語です。コグニの部分はcognition（コグニ
ション＝認知）を指します。そしてサイズはexercise（エクササイズ＝運動）から取っています。これらを
掛け合わせた造語です。
　具体的には、認知課題（頭を使った課題）と運動課題（体を使った課題）を両方同時に行うことによっ
て、心身の機能を効率的に上げていくプログラムになっています。
　ひとりでも十分効果的な運動になり、あるいは複数の方々でやると、より楽しみながら運動する事がで
きます。今回は「コグニサイズ」で実際に取り入れている運動の一部をご紹介いたします。

自分の体調に合わせて、１日の運動時間を決め、
少しの時間でもできるだけ毎日行うことをお勧めします。
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発
達
障
害
に
は
い
ろ
い
ろ
な
分
類
が
あ

り
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と
、
前
回
ま

で
お
話
し
て
き
た
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

に
加
え
、
注
意
欠
如
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
）、
学
習
障
害
が
あ
り
ま
す
。

　

学
習
障
害
と
は
、
知
的
発
達
に
遅
れ
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
聞
く
」「
話

す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計
算
」
の
特
定

の
能
力
に
困
難
が
生
じ
る
発
達
障
害
で
す
。

た
と
え
ば
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
い
う
タ
イ

プ
で
は
、
文
字
の
読
み
書
き
に
限
定
し
た

困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
学
習

は
問
題
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
は
、
不
注
意
、
多
動
性
、

衝
動
性
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

は
主
に
子
ど
も
の
疾
病
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
と
同
様
に
、大
人
に
な
っ
て
初

め
て
気
が
付
く
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

集
中
力
が
な
い
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
、
思
い
つ
く
と
す
ぐ
行
動
し
て
し
ま

う
と
い
う
よ
う
な
特
性
は
、
子
ど
も
に
は

よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
忘
れ
物
が
多

か
っ
た
り
、
宿
題
を
や
っ
て
こ
な
か
っ
た

り
、
授
業
中
に
席
を
立
っ
た
り
隣
の
子
に

話
し
か
け
た
り
、
順
番
が
待
て
な
く
て
人

の
話
を
遮
っ
て
喋
り
出
し
た
り
。
こ
う
い

う
子
ど
も
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
必
ず
い

ま
す
。
で
は
、
ど
こ
ま
で
な
ら
普
通
で
、

ど
こ
か
ら
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

判
断
は
と
て
も
難
し
い
と
い
え
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
は
、
現
在
い
く
つ
か
治
療

薬
が
あ
り
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

注
意
力
や
集
中
力
が
上
が
る
な
ど
、
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
多
動
性
や
衝

動
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
良
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
治
す
」
と
ま
で
は
い
か

な
く
て
も
、
行
動
を
制
御
し
、
生
活
し
や

す
く
し
て
く
れ
ま
す
。
薬
物
療
法
を
行
う

と
い
う
観
点
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
積
極
的
に

診
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
側
面

も
否
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
診
断
が
つ
く
こ
と

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
原
則
的
に
は
幼
少

期
か
ら
そ
の
特
性
が
現
れ
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
不
注
意
や
落
ち
着
き
の
な
さ
、

衝
動
的
な
言
動
や
そ
の
た
め
に
起
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
悩
ん
で
い

た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
成
長
す
る
に
つ

れ
て
多
動
性
や
衝
動
性
は
あ
ま
り
目
立
た

な
く
な
り
ま
す
が
、
不
注
意
は
大
人
に

な
っ
て
も
残
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
傾
向
が
あ
っ
て
も
、
成
長

す
る
に
し
た
が
っ
て
自
分
な
り
に
学
ん
だ

り
工
夫
し
た
り
し
ま
す
し
、
周
囲
の
援
助

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
比
較
的
軽
度
の
場
合

は
、
学
生
時
代
ま
で
は
大
き
な
支
障
な
く

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
社

会
人
に
な
っ
て
責
任
あ
る
立
場
に
置
か
れ

る
と
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
か
っ
た
り
、

仕
事
の
段
取
り
が
上
手
く
で
き
な
か
っ
た

り
、
デ
ス
ク
周
り
の
整
理
整
頓
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
な
ど
を
指
摘
さ
れ
叱
責
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
対
人
関
係
も
上
手

く
い
か
な
く
な
り
、
次
第
に
自
信
を
な
く

し
て
気
分
が
落
ち
込
み
、
仕
事
へ
の
意
欲

も
な
く
し
て
精
神
科
を
受
診
す
る
、
と
い

う
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
に
は
す
で
に
深
刻
な
う
つ
状
態

だ
っ
た
り
、
引
き
こ
も
り
の
生
活
に
な
っ

て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。「
な
ん
だ
か
上
手
く
い
か

な
い
」「
生
き
辛
い
」
と
感
じ
た
ら
、
自

分
の
幼
少
期
を
振
り
返
っ
た
り
、
医
療
機

関
に
相
談
し
て
み
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

大
人
の
発
達
障
害　
〜
第
３
回　

注
意
欠
如
多
動
性
障
害
／
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
こ
と
〜

　
医
師
　
直
長
　
康
子

発
達
障
害
に
は

　

種
類
が
あ
り
ま
す

忘
れ
物
が
多
い
、

　

授
業
に
集
中
で
き
な
い…

大
人
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は

　
　
　
　

う
つ
の
原
因
に
も

シリーズDr.
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宮
内
学
童
保
育

施 設 紹 介

　

南
陽
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
市
内

で
は
初
と
な
る
民
設
民
営
の
学
童
保
育

と
し
て
、
平
成
21
年
４
月
に
開
所
し
ま

し
た
。
開
所
後
、
受
入
児
童
の
増
加
に

伴
い
、
宮
内
小
学
校
内
に
１
年
生
を
対

象
と
し
た
第
二
学
童
保
育
施
設
を
増
設

し
て
い
ま
す
。

　

宮
内
学
童
保
育
は
、
放
課
後
等
に
お

い
て
、
保
護
者
の
労
働
・
疾
病
・
そ
の

他
の
理
由
に
よ
り
、
適
切
な
保
育
を
受

け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
第

一
学
童
施
設
で
は
、
２
〜
６
年
生
の
お

子
さ
ん
を
、
第
二
学
童
施
設
（
宮
内
小

学
校
内
）
で
は
、
１
年
生
の
お
子
さ
ん

の
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
集
団
活
動
の
場
を
提
供

し
、
自
主
性
・
社
会
性
・
創
造
性
を
養

う
と
と
も
に
、
保
護
者
の
子
育
て
を
支

援
し
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
、
学
校
か
ら
ま
っ
す
ぐ

施
設
に
帰
り
、
宿
題
や
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

　

平
日
は
、
子
ど
も
達
が
小
学
校
か
ら

下
校
後
、
午
後
６
時
ま
で
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
１
・
３
・
５
土

曜
日
は
、
土
曜
保
育
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
や
、
小
学
校

の
休
業
日
に
は
、
一
日
保
育
と
な
り
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
ま
で
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
勤
務
時
間
も
考
慮

し
、
午
前
８
時
〜
８
時
30
分
ま
で
と
、

午
後
６
時
〜
６
時
30
分
ま
で
を
早
朝
・

延
長
保
育
と
し
て
、
特
別
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

学
童
に
帰
っ
て

く
る
と
、
子
ど
も

達
は
検
温
・
手
指

消
毒
を
行
い
ま
す
。

指
導
員
は
、
子
ど

も
達
の
健
康
観
察

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
保
育

室
で
宿
題
を
し
ま

す
。
子
ど
も
達
は
、
静
か
に
集
中
し
て

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
長
期
休

暇
中
の
課
題
も
、
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
学

習
の
時
間
が
終
わ
る
と
、子
ど
も
達
は
、

お
友
達
と
好
き
な
遊
び
を
し
て
過
ご
し

ま
す
。

　

保
育
室
で
は
、
お
絵
か
き
・
塗
り

絵
・
折
り
紙
・
あ
や
と
り
等
の
活
動
や
、

オ
セ
ロ
・
ウ
ノ
・
ト
ラ
ン
プ
・
将
棋
等

の
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を

組
み
立
て
て
遊
ん
だ
り
、
縄
跳
び
や
鬼

ご
っ
こ
等
、
体
を
動
か
し
て
遊
ん
で
い

ま
す
。

　

遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
同
士
で
教

え
あ
う
姿
や
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

遊
ぶ
姿
、
笑
い
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

姿
、
思
う
よ
う
に
い
か
ず
悔
し
さ
を
滲

ま
せ
る
姿
な
ど
、
様
々
な
表
情
を
見
せ

る
子
ど
も
達
。
日
々
の
学
童
生
活
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
、
心

身
と
も
に
成
長
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

毎
月
、
誕
生
会
と
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。
誕
生
会
で
は
、
頑
張
り
た

い
こ
と
や
お
友
達
か
ら
の
質
問
に
答
え

た
り
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
毎
月
の
訓
練
の
他

に
年
一
回
、
消
防
署
員
立
会
い
の
下
、

消
防
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
で

は
、
非
常
時
の
心
構
え
や
、
命
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
童
で
は
、
季
節
に
合
わ
せ

て
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春

は
双
松
公
園
に
遠
足
、
夏
は
笹
竹
に
短

冊
を
下
げ
七
夕
祭
り
、
秋
は
秋
ら
し
い

制
作
、
冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
団
子
下

げ
、
豆
ま
き
等
、

四
季
折
々
の
行
事

を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。　

　

子
ど
も
達
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ

う
な
行
事
を
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん

取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
内
学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て

学
童
の
目
的

年
間
行
事

子
ど
も
達
の
学
童
で
の
過
ご
し
方

学
童
の
保
育
時
間
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夏
の
暑
さ
も
落
ち
着
き
、
秋
ら
し
い
気

候
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
睡
眠
の
秋
」

と
い
う
言
い
回
し
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
最
近
ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
気
温
が
下
が
っ
た
こ
と
で
眠

り
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方
、
反

対
に
、
よ
く
眠
れ
な
く
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
方
、
特
に
変
化
は
な
い
と
感
じ
て
い

る
方
、
様
々
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

睡
眠
は
人
生
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
睡
眠
が
日
々
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
私
は
普
段
、
心
理
検
査

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
お
会
い
す
る
方
、

特
に
小
中
高
生
の
お
子
さ
ん
に
、
睡
眠
の

状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
睡
眠
不
足
が
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
な
ど
の
身

体
面
へ
影
響
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
抑
う

つ
気
分
や
イ
ラ
イ
ラ
と
い
っ
た
感
情
面
に

も
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
特
に
、
10
代
の
お
子
さ
ん
は
、
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
で
眠
く
な
る
時
間
が
大
人
よ

り
も
遅
く
な
る
上
に
、
ゲ
ー
ム
機
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
電
子
機
器
の
使

用
な
ど
で
ま
す
ま
す
目
が
冴
え
て
眠
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
発
せ
ら
れ
る
光
が
眠
り
を
誘
う
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
減
少
さ
せ
る
た
め
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
）…

と
い
う
よ
う
に
、
睡

眠
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
睡
眠

習
慣
の
見
直
し
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
睡
眠
は
記
憶
を
定
着
さ
せ
た
り
、

整
理
し
た
り
す
る
た
め
に
も
重
要
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
さ

な
か
の
小
中
高
生
の
お
子
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
こ
う
し
た
点
で
も
十
分
な
睡
眠
が
お

勧
め
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
た
め
に

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
、
特
に
、
就
寝
前

の
数
時
間
は
規
則
正
し
い
行
動
を
と
る
こ

と
を
意
識
す
る
こ
と
が
ま
ず
は
重
要
で

す
。
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
布
団
に
入

り
、
同
じ
時
間
に
起
き
る
と
い
う
よ
う
に

睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
一
定
に
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
や
お
仕
事
な

ど
が
あ
る
平
日
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、

休
日
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。「
体
内
時

計
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
の
体
は
24
時
間
周
期
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
体
内
時
計
は
、
本
来
は

24
時
間
よ
り
少
し
長
い
周
期
と
な
っ
て
お

り
、
朝
に
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
時
間
の

ズ
レ
を
調
整
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
し
ま
う
と
、
毎
日

の
体
内
時
計
の
調
整
が
上
手
く
い
か
な
く

な
り
、
就
寝
時
間
や
起
床
時
間
も
不
規
則

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
就
寝
時
間
の
約
１
時
間
前

に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器

は
使
用
し
な
い
よ
う
意
識
さ
れ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

睡
眠
は
私
た
ち
の
体
と
こ
こ
ろ
の
健
康

を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。「
色
々
工
夫
し
て
み
た
も
の

の
、
な
か
な
か
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い

る
」
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、「
早
く
寝
な
い
と
」
と
強
く
意
識

す
る
あ
ま
り
か
え
っ
て
眠
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
睡
眠
の
問
題
が
続
く
場
合

に
は
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
し
て
み
る

こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

睡
眠
に
つ
い
て

佐
藤
病
院
　
公
認
心
理
師

南
谷
　
紗
果

シリーズ 心 理 師公認
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公徳会佐藤病院野球部の活動報告
　７月30日～７月31日に酒田市で開催されました第92回山形県
社会人軟式野球大会(天皇賜杯山形県予選会)では、１回戦から投
打がかみ合い、準決勝・決勝と安定した試合展開で大会10連覇
を達成しました。最優秀選手賞には、入職１年目で正捕手として
３試合フル出場した高橋翼選手（公徳会就労支援センター所属）

が受賞。打撃賞には、今大会で本塁打２本を含む、４安打６打点の活躍をみせた、伊藤信弥選手（米沢ここ
ろの病院所属）が受賞し、若い選手の活躍が目立った大会となりました。
　８月には東北総合体育大会に出場し、栃木県で開催される国民体育大会の出場権をかけ、予選ブロックで
秋田県、福島県と対戦しました。残念ながら２試合とも勝つことができず、結果６県中５位という結果でと
ちぎ国体への出場権を獲得することはできませんでした。
　東北総体での悔しさをバネに10年連続12回目の出場となる天皇賜
杯では、１回戦で開催地代表に勝利し、続く2回戦では、強豪の北海
道代表と対戦。９回まで０-０で緊迫した試合展開の中、10回裏に伊
藤信弥選手が試合を決める本塁打を打ち、０-１で勝利。ベスト８をか
けた３回戦では、今大会準優勝チームの千葉県代表を相手に終盤１点
差まで追い上げたものの一歩及ばず、４-５で３回戦敗退となりました。
　10月に東北大会、11月には東日本大会に出場致します。天皇賜杯
で掴んだ自信を力に変え、より上位の結果を残せるよう、精進して参
りますので引き続き応援よろしくお願い致します。

今後の大会日程
■第30回東北軟式野球連盟会長旗争奪軟式野球選手権大会　山形県
■水戸市長旗第３０回東日本軟式野球選手権大会　茨城県
■ジャパンメディカルリーグ選抜軟式野球大会　茨城県

■第49回東北総合体育大会　第５位
大会結果

■第92回山形県社会人軟式野球大会　優勝
１回戦　対　公益大軟式野球部
準決勝　対　KLUB JAPAN
決勝戦　対　ビーチボーイズ

22-０　○
８-１　○
４-１　○

予選ブロックリーグ　対　秋田県　１-２　●
　　　　　　　　　　対　福島県　１-９　●

〈２回戦〉9月20日(火)　競技第4日／唐津市野球場　第2試合 

〈３回戦〉9月20日(火)　競技第4日／唐津市野球場　第3試合 

天皇賜杯第77回全日本軟式野球大会 ENEOSトーナメント 
〈１回戦〉9月17日(土)　競技第1日／唐津市野球場　第2試合 
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0
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2
0
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3
0
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4
0
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5
0
0

6
0
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7
0
0

8
0
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9
0
×

計
0
3公徳会佐藤病院

ＪＡ佐賀信連（開催地5）
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2
0
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3
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4
0
0

5
0
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6
0
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7
0
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8
0
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9
0
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計
0
1
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0
1×公徳会佐藤病院

六花亭（北海道（北）） 
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1
1
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1
×

計
4
5AKIRA（千葉） 

公徳会佐藤病院
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山
形
新
聞
、
山
形
放
送
が
主
唱
す
る

「
企
業
総
ぐ
る
み
交
通
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の

第
54
回
推
進
大
会
が
９
月
15
日
、
山
形
市
の

山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
21
年
ま
で
人
身
事
故
ゼ

ロ
の
連
続
10
年
を
達
成
し
た
１
２
１
事
業
所

と
、
模
範
的
な
30
事
業
所
の
功
績
を
た
た
え

ら
れ
、
当
法
人
も
模
範
企
業
30
社
の
う
ち
の

１
つ
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
当
法
人

で
は
患
者
さ
ま
、
利
用
者
さ
ま
の
送
迎
業
務
、

訪
問
の
際
の
車
両
運
転
が
あ
る
事
か
ら
、
運

転
業
務
に
あ
た
る
職
員
を
対
象
に
定
期
的
に

交
通
安
全
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
27
日
㈬
に
ふ
れ

あ
い
フ
ァ
ー
ム
に
て
今
年
で
13
年

目
と
な
る
『
ぶ
ど
う
の
収
穫
開
始

セ
レ
モ
ニ
ー
』
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
園
内
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と

い
う
こ
と
で
暑
さ
の
厳
し
い
中
で

し
た
が
、
佐
藤
理
事
長
よ
り
労
い

が
あ
り
、
利
用
者
さ
ま
は
、
充
実

感
と
達
成
感
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
例
年
ど
お
り
の
収
穫
と

な
り
ま
し
た
が
、
入
院
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ま
を
は
じ
め
、
公
徳
会

資
源
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々

に
も
ご
賞
味
頂
け
ま
す
よ
う
お
盆

の
時
期
ま
で
各
施
設
に
配
送
致
し

ま
し
た
。
な
お
、
各
施
設
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
「
ぶ
ど
う

狩
り
」
も
実
施
し
、
採
れ
た
て
新

鮮
な
旬
の
果
物
と
一
面
に
実
っ
た

ぶ
ど
う
園
を
堪
能
頂
き
ま
し
た
。

 

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
地
元

南
陽
市
の
遊
休
農
地
を
有
効
利
用

し
、
特
産
の
ぶ
ど
う
栽
培
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
専
門
知
識
を

持
っ
た
指
導
員
の
も
と
で
、
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
作
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
10
月
１
日
よ
り
佐
藤

病
院
の
病
棟
名
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
病
床
数
が
一
番
多
か
っ
た

時
期
は
１
病
棟
、
２
病
棟
、
３
病

棟
、
５
病
棟
、
６
病
棟
、
７
病
棟

と
６
つ
の
病
棟
が
存
在
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
患
者
さ
ま
の
早
期
退

院
と
社
会
復
帰
の
促
進
、
そ
の
受

入
先
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
デ
イ
ケ
ア
の
充
実
を
進
め
て
お

り
、
現
在
は
２
つ
の
病
棟
で
稼
働

し
て
お
り
ま
す
。

　

前
々
号
、
前
号
で
も
特
集
を
組

み
ま
し
た
よ
う
に
、
当
法
人
で
は

精
神
科
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
お
り
、
入

院
治
療
か
ら
在
宅
医
療
で
も
対
応

す
べ
く
多
岐
に
渡
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
利

用
者
さ
ま
、
患
者
さ
ま
が
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
よ
う
病
棟
名
称
を
、

こ
れ
ま
で
の
６
・
７
病
棟
か
ら

１
・
２
病
棟
の
変
更
致
し
ま
し
た
。

併
せ
て
病
室
名
も
変
更
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
在
入
院
さ
れ

て
お
り
ま
す
患
者
さ
ま
の
ご
家
族

様
へ
は
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
佐
藤
病

院
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

企
業
総
ぐ
る
み

交
通
事
故
ゼ
ロ
運
動
表
彰

佐
藤
病
院
病
棟
名
の
変
更

（
第
６
病
棟
↓
第
１
病
棟
、
第
７
病
棟
↓
第
２
病
棟
）

葡
萄
収
穫
セ
レ
モ
ニ
ー

News

Topix
&
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　令和４年７月より、新型コロナウイルスの影響で中止をしていた認知症カフェを名前の変更し、「くぬ
ぎ’sカフェ」として再開することとなりました。
　さっそく、令和４年７月９日㈯くぬぎ’sカフェを初回開催しました。トータルヘルスクリニック認知症
デイケアの作業療法士よりパワーリハビリについて体験を取り入れた講話をしていただき、講話終了後
はカフェタイムとして日々の悩みや情報共有を図るなど初回のカフェは大好評でした。

　事前申し込み制です。コロナウイルス感染防止対
策の為、37度5分以上の熱がある方や体調の優れな
い方はご遠慮ください。当日は検温、氏名、連絡先
（住所・電話番号）を頂戴します。ご理解、ご協力
をお願い致します。

News & Topix

認知症カフェ再開のお知らせ

日時：奇数月の第２土曜日　14時～ 15時 30分
場所：トータルヘルスクリニック　１階
費用：無料
定員：15名

ご興味のある方

お問い合わせ・申し込み先
佐藤病院認知症疾患医療センター
TEL：0238-43-6040（直通）

診療情報 令和４年度

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

７月 ８月 ９月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

77.7

16

110.7

30

2

28

109.3

65.1

77.4

22

111.3

31

0

29

106.1

64.3

77.9

10

112.1

25

0

26

107.3

65.2

77.7

16

111.4

28.7

0.7

27.7

107.6

64.9

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数※【総ベッド数120床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

７月 ８月 ９月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

87.3

9

100.3

27

0

32

95.6

69.3

86.5

6

93.5

12

1

25

103.7

80.3

88.6

6

87.0

32

3

31

88.9

70.8

87.5

7

93.6

23.7

1.3

29.3

96.1

73.5

【若宮病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数113床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

７月 ８月 ９月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

93.7

8

109.4

18

1

28

121.4

70.0

95.0

23

105.7

39

2

31

111.9

63.8

95.6

15

107

30

4

29

112.9

65.0

94.7

15.3

107.3

29

2.3

29.3

115.4

66.3

表紙写真

「キバナコスモス」

撮影／渡部俊一氏

※8月のみ102床
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外来受付時間・担当医師予定 10/１～

日月 火 水 木 金

薛　陸景 直長康子

澤村一司

中尾友宣
渡部　亮
岩本康夫

武吉健児 沼田由紀夫

岩本康夫 富田　裕

土
長谷川朝穂　御供正明（第１・３週）
当番医（第2・4週）

須山　聡（隔週）
（児童思春期）

【米沢駅前クリニック】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30
専門外来 予約制
午前9:00～11:30

日月 火 水 木 金
川合厚子（内科） 川合厚子（内科） 川合厚子（内科）

川合厚子（専門外来）

川合厚子（専門外来）
土

【トータルヘルスクリニック】

午前8:30～11:30
内科 予約制
午後2:30～4:00

日月 火 水 木 金
竹内幸宏　遠藤雅俊
垂水良介（隔週）

長谷川朝穂　中尾友宣
遠藤雅俊

竹内幸宏
富田　裕

長谷川朝穂
御供正明

中尾友宣

富田　裕　遠藤雅俊
御供正明

中尾友宣
荒井亜佐美

竹内幸宏　御供正明
荒井亜佐美

御供正明（ストレス）

富田　裕
垂水良介（隔週） 長谷川朝穂

土
【米沢こころの病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

中尾友宣（もの忘れ） 長谷川朝穂（アルコール）

成重竜一郎（児童思春期） 相良雄一郎（睡眠）月１回竹内幸宏（ストレス）富田　裕（うつ）

遠藤雅俊
（不安症・パニック障害）

日月 火 水 木 金 土
佐藤忠宏　沼田由紀夫
直長康子 澤村一司　渡部　亮 武吉健児　直長康子 沼田由紀夫　文　鍾玉 澤村一司　渡部　亮

武吉健児 岩本康夫 薛　陸景 薛　陸景岩本康夫

武吉健児（ひきこもり）

沼田由紀夫（アルコール） 澤村一司（もの忘れ）

岩本康夫（依存症）

【佐藤病院】

午前8:30～11:30

午前
8:30～11:30
午後
2:00～4:00

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

齋藤卓弥（隔週）（児童思春期）
須山　聡（隔週）（児童思春期）
薛　陸景（不安症・恐怖症）

澤村一司（ストレス）
渡部　亮（発達障害）

日月 火 水 木 金

阿部詔子　長澤浩樹 阿部　淳 日向正光
石田留生

田中　武　石井玄樹
岡村未央

日向正光
奥山有里子　阿部詔子

石井玄樹
永田真一
阿部　淳（第1・3・5週）
長澤浩樹

阿部詔子

成重竜一郎
（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

田中　武
（依存症）

永田真一　岡村未央
（児童思春期）

日向正光（うつ）
成重竜一郎（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

石井玄樹（児童思春期)
石田留生（児童思春期)

阿部詔子（もの忘れ）
永田真一（児童思春期）

土
田中　　武
当番医（第1・3週）

【若宮病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

奥山有里子　
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・愛のある医療
・良識に基づいた医療
・公正、公平な医療

・良質な医療の提供につとめます
・患者さま、利用者さま中心の医療を行います
・地域に立脚した医療を行います
・安全で安心と満足の得られる医療を提供します
・保健、医療、福祉の幅広い視点に立って健康を考えます

日本医療機能評価認定病院

佐 藤 病 院

佐藤病院
0238-40-3170㈹

若宮病院
023-643-8222㈹

米沢こころの病院
0238-27-0506㈹

※各施設担当医師については変更になる場合もありますのでご確認ください。
※診療及び、各種お手続等に関するご相談・お問い合わせは以下の各病院、医療福祉相談室で受付けいたします。


